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【目的】溶質クリアランスの向上を目的として BS－1.6U（BS‐U）の中空糸を長尺化し

た BS‐1.6UL（BS‐UL）のその形状の有用性をみるため従来の BS‐U とで比較検討を

行った。 

【方法】3 症例にてＢＵＮ、Ｃｒｅ、ｉＰのクリアランス（ＣＬ）とハウジング形状の違いによる

凝固時間を比較するため透析開始後の 20分間を無ヘパリン透析とし、透析開始時と

20 分後の透析器入出口のＡＣＴを測定した。また各透析器 3 本によるプラミング洗浄

中（180ml／min）の微粒子数を経時的に測定した。尚、洗浄液は浄化透析液を用い

た。 

【結果】BS‐ULのＢＵＮとｉＰのＣＬはBS‐Uに比し、有意に向上した（p＜0.05）。透析 20

分後のBS‐U入口のＡＣＴは81.2±3.7ｓ、BS‐ULは 88.4士 6.0ｓとなり、時間短縮は抑

制された（p＜0.01）。BS‐U の微粒子数は洗浄 8 分で 330±316 個／ｍｌとなったが、

BS‐UL は 24 分後も 3112±1019 個／ｍｌと高値を示した。 

【結論】長尺化したBS‐ULは溶質のクリアランス向上と透析中の凝固活性を抑制させ

たが、中空糸内の水洗性に問題がみられた。 

 


